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海
岸
線
か
ら
直
線
で
約
6
㎞
と
い
う

近
い
距
離
に
一
、五
〇
〇
ｍ
級
の
山
々
が

そ
び
え
る
の
は
全
国
で
も
例
を
見
な
い
。

中
で
も
赤
星
山
は
そ
の
姿
が
富
士
山
に

似
て
美
し
く
全
国
の
登
山
家
に
愛
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
特
殊
な
地
形
か

ら
日
本
三
大
局
地
風
の
「
や
ま
じ
風
」

が
で
き
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
時
に
は

台
風
よ
り
強
い
風
が
田
畑
の
作
物
を
傷

つ
け
る
。
そ
の
た
め
、
土
居
で
は
昔
か

ら
稲
の
代
わ
り
に
風
の
影
響
を
受
け
な

い
里
芋
・
山
芋
の
生
産
が
盛
ん
に
な
っ

た
。

○平成29年度通常総会
○県青連・県女性連通常総会
○福祉共済／貯蓄共済
○中小企業等経営強化法に基づく税制措置
○専門家に聞く！　情報セキュリティ対策
　【サイバー攻撃による被害事例と損害の想定】
　（連載第４回）
　えひめ暮らし応援隊
○がんばる企業・ニッポンセレクト
○小さな瞳・経営かわら版

表紙写真提供：㈲フィット（土居町商工会）
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商
工
会
連
合
会
は
、
平
成
29
年

度
通
常
総
会
を
、
５
月
25
日
、
愛

媛
県
知
事
、四
国
経
済
産
業
局
長
、

愛
媛
県
議
会
議
長
を
は
じ
め
、
多

数
の
来
賓
の
ご
臨
席
を
得
て
開
催

し
た
。

　

初
め
に
村
上
会
長
が
、
国
際
情

勢
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
や

ア
メ
リ
カ
の
ト
ラ
ン
プ
政
権
誕

生
、
フ
ラ
ン
ス
や
韓
国
で
の
新
大

統
領
誕
生
、
北
朝
鮮
情
勢
の
緊
迫

化
な
ど
海
外
経
済
の
不
確
実
性
や

金
融
資
本
市
場
の
変
動
な
ど
予
断

を
許
さ
な
い
状
況
に
あ
る
。

　

ま
た
、
我
が
国
経
済
に
お
い
て

は
、
緩
や
か
に
回
復
し
て
き
て
い

る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
の
放
た
れ
た
矢
は
、
経
済

活
動
を
担
う
中
小
企
業
や
エ
ン
ド

ユ
ー
ザ
ー
に
は
十
分
に
届
い
て
い

な
い
よ
う
で
、
我
々
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状

況
に
あ
る
。

　

政
府
に
お
い
て
は
、
デ
フ
レ
か

ら
の
脱
却
を
確
実
な
も
の
と
し
、

経
済
再
生
と
財
政
健
全
化
の
双
方

を
同
時
に
実
現
し
て
い
く
た
め
、

「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本

方
針
」
や
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
基
本
方
針
」
及
び
「
ニ
ッ

ポ
ン
一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
」
の
着

実
な
実
行
に
向
け
て
新
年
度
予
算

を
成
立
さ
せ
る
と
と
も
に
、
28
年

度
第
２
次
補
正
予
算
を
着
実
に
実

施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
経
済

の
早
期
回
復
を
図
り
、
好
調
な
企

業
収
益
や
投
資
の
増
加
、賃
上
げ
・

雇
用
環
境
の
更
な
る
改
善
等
に
つ

な
げ
、
地
域
や
中
小
・
小
規
模
事

業
者
も
含
め
た
経
済
の
好
循
環
の

更
な
る
拡
大
を
目
指
し
て
い
る
。

　

我
々
商
工
会
組
織
に
お
い
て

は
、
国
や
県
が
進
め
る
地
方
創
生

や
経
済
対
策
が
地
方
に
ま
で
幅
広

く
波
及
す
る
こ
と
を
期
待
し
つ

つ
、
地
域
に
密
着
し
た
組
織
と
し

て
、
小
規
模
事
業
者
支
援
と
と
も

に
地
域
経
済
の
活
性
化
に
向
け
た

活
動
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

　

本
会
も
、
引
き
続
き
経
営
発
達

支
援
の
推
進
や
専
門
的
な
支
援

ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
、
販
路
開
拓
の

た
め
の
商
談
会
開
催
、
組
織
基
盤

の
強
化
、
人
材
育
成
等
に
積
極
的

に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

特
に
、
今
年
度
は
、
地
域
の
中

小
・
小
規
模
事
業
者
の
事
業
継
続

性
や
廃
業
の
可
能
性
等
を
把
握

し
、
事
業
承
継
支
援
と
と
も
に
、

将
来
の
組
織
の
基
礎
デ
ー
タ
と
し

て
活
用
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し

て
お
り
、
ご
協
力
い
た
だ
き
た
い

旨
の
挨
拶
を
し
た
。

　

続
い
て
、来
賓
の
愛
媛
県
知
事
、

四
国
経
済
産
業
局
長
、
愛
媛
県
議

会
議
長
か
ら
祝
辞
を
頂
い
た
。

　

議
長
に
は
、
双
海
中
山
商
工
会

の
久
保
会
長
が
指
名
さ
れ
、
平
成

28
年
度
の
事
業
報
告
・
収
支
決
算

の
承
認
を
始
め
、
６
議
案
が
審
議

さ
れ
、
原
案
通
り
承
認
、
議
決
さ

れ
た
。

■
平
成
28
年
度
優
良
商
工
会

☆
商
工
貯
蓄
共
済
事
業

【
優
秀
賞
（
貯
蓄
共
済
）】

　

中
島
、
長
浜
町
、
内
子
町
、

　

津
島
町
、
松
野
町
、
愛
南
町

【
優
秀
賞（
福
祉
共
済「
生
命
」保
障
）】

　

し
ま
な
み
、
上
島
町
、

　

保
内
町

【
特
別
賞
】

　

長
浜
町
、
津
島
町

【
特
別
優
秀
賞
】

　

津
島
町

☆
ほ
の
ぼ
の
共
済
事
業

【
優
秀
賞
】

　

双
海
中
山
、
長
浜
町
、

　

津
島
町
、
鬼
北
町
、
松
野
町

【
特
別
賞
】

　

双
海
中
山
、
長
浜
町
、

　

津
島
町
、
松
野
町

☆
会
員
増
強
運
動

【
優
良
賞
（
新
規
10
～
20
件
）】

　

越
智
、
周
桑
、
中
島
、

　

双
海
中
山
、
長
浜
町
、

　

西
予
市
、
津
島
町
、
愛
南
町

【
優
良
賞
（
新
規
21
件
以
上
）】

　

し
ま
な
み
、
北
条
、
東
温
市
、

　

松
前
町
、
砥
部
町

【
優
秀
賞
（
純
増
）】

　

周
桑
、
し
ま
な
み
、
中
島
、

　

東
温
市
、
砥
部
町
、

　

双
海
中
山
、
長
浜
町
、
川
上

■
役
員
人
事

　

理
事

　
　

新
任　

萩
山　

陽
右

　
　

退
任　

石
橋　
　

博

■
商
工
会
会
長
人
事

　

中
島
商
工
会
会
長

　
　

新
任　

俊
成　

慶
久

　
　

退
任　

石
橋　
　

博

　

松
前
町
商
工
会
会
長

　
　

新
任　

鳥
井　

貞
宏

　
　

退
任　

三
好　
　

茂

平
成
29
年
度 

商
工
会
連
合
会
通
常
総
会
開
催

村上会長挨拶

経
営
改
善
と
ま
ち
づ
く
り
の
パ
ー
ト
ナ
ー　

商
工
会
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
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商
工
会
青
年
部
連
合
会
は
、
５

月
９
日（
火
）ネ
ス
ト
ホ
テ
ル
松
山

で
通
常
総
会
を
開
催
し
た
。

　

開
会
に
先
立
ち
、
部
員
増
強
が

顕
著
で
あ
っ
た
津
島
町
、土
居
町
、

久
万
高
原
町
青
年
部
に
表
彰
状
が

授
与
さ
れ
た
。
ま
た
、
昨
年
の
熊

本
震
災
に
お
い
て
義
援
物
資
の
提

供
を
さ
れ
た
内
子
町
の
宮
岡
部
員

に
感
謝
状
の
授
与
が
あ
っ
た
。

　

総
会
で
は
、
上
島
町
の
中
坂
部

長
が
議
長
に
選
出
さ
れ
、
28
年
度

事
業
報
告･

収
支
決
算
、
会
費
賦

課
基
準
改
正
、
29
年
度
事
業
計
画

･

収
支
予
算
、
任
期
満
了
に
伴
う

新
役
員
の
選
任
が
承
認
さ
れ
た
。

　

総
会
終
了
後
、
指
導
者
研
修
会

を
開
催
、
最
初
に
主
張
発
表
県
大

会
が
行
わ
れ
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

者
か
ら
青
年
部
活
動
を
通
じ
た
地

域
振
興
の
成
果
な
ど
が
発
表
さ
れ

た
。

　

審
査
の
結
果
、
西
予
エ
リ
ア
選

出
の
清
水
口
竜
大
部
員
が
最
優

秀
賞
と
な
り
、
９
月
29
日（
金
）に

岡
山
県
で
開
催
さ
れ
る
中
四
国
大

会
に
愛
媛
県
代
表
と
し
て
出
場
す

る
。

　

続
い
て
、
㈱
日
本
経
済
研
究
所 

国
際
本
部 

清
水
誠
氏
よ
り
、『
新

ビ
ジ
ネ
ス
創
出
に
向
け
た
Ｉ
ｏ
Ｔ

の
世
界
的
な
動
き
と
日
本
』
の

テ
ー
マ
で
基
調
講
演
が
行
わ
れ

た
。
こ
れ
か
ら
の
勝
ち
組
は
デ
ー

タ
を
持
つ
者
で
あ
る
こ
と
、
中
小

企
業
も
集
ま
り
の
中
か
ら
デ
ー
タ

を
持
ち
寄
り
、
商
品
開
発
に
繫
げ

ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
等
、
わ
か

り
や
す
く
解
説
頂
い
た
。

【
県
青
連　

新
役
員
】

会　

長　

山
田　

宏
介（
砥
部
町
）

副
会
長　

阿
部　

康
弘（
越　

智
）

　

〃　
　

壽
野　

博
志（
砥
部
町
）

　

〃　
　

和
氣
宗
一
郎（
西
予
市
）

　

〃　
　

高
山　

雄
輔（
吉
田
三
間
）

常
任
委
員　

佐
伯　

将
尚（
周　

桑
）

　

〃　
　

稲
垣　
　

陽（
し
ま
な
み
）

　

〃　
　

野
間　

盛
太（
東
温
市
）

　

〃　
　

中
家　

大
輔（
久
万
高
原
町
）

　

〃　
　

稲
田　
　

裕（
長
浜
町
）

　

〃　
　

尾
花
慎
太
郎（
内
子
町
）

　

〃　
　

三
好　

一
正（
津
島
町
）

　

〃　
　

渡
邉
真
佐
留（
愛
南
町
）

監
査
委
員　

三
木　

良
郎（
土
居
町
）

　

〃　
　

二
宮　
　

崇（
鬼
北
町
）

【
青
年
部
主
張
発
表
結
果
】

最
優
秀
賞　

清
水
口
竜
大（
西
予
市
）

優
秀
賞　

今
岡　

健
一（
越　

智
）

敢
闘
賞　

水
田　

浩
亮（
東
温
市
）

　

〃　
　

馬
場　

孝
太（
愛
南
町
）

　

商
工
会
女
性
部
連
合
会
は
、
５

月
12
日（
金
）メ
ル
パ
ル
ク
松
山
に

お
い
て
通
常
総
会
を
開
催
し
た
。

　

総
会
に
先
立
ち
、
部
員
増
強
に

功
績
の
あ
っ
た
越
智
、
津
島
町
商

工
会
女
性
部
が
表
彰
さ
れ
た
。

　

総
会
で
は
、
東
温
市
の
野
間
部

長
が
議
長
に
選
出
さ
れ
、
28
年
度

事
業
報
告･

収
支
決
算
、
29
年
度

事
業
計
画･

収
支
予
算
、
新
役
員

の
選
任
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

　

終
了
後
、
指
導
者
研
修
会
が
開

催
さ
れ
、
愛
媛
大
学
社
会
共
創
学

部 

准
教
授 

井
口
梓
氏
よ
り
、「
地

域
の
文
化
・
魅
力
を
活
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
」
の
テ
ー
マ
で
基
調
講

演
が
行
わ
れ
た
。
萩
の
ま
ち
づ
く

り
を
取
り
上
げ
、
そ
の
風
土
に
根

ざ
し
た
多
様
な
文
化
を
地
域
の
手

で
発
見
し
、
個
性
あ
る
地
域
づ
く

り
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
説
明
さ
れ
た
。

井口　梓 氏

※
新
役
員
は
次
の
と
お
り
。

【
女
性
部　

新
役
員
】

会　

長　

西
岡
千
代
子（
内
子
町
）

副
会
長　

壷
内
真
由
美（
周　

桑
）

　

〃　
　

野
間
と
し
子（
東
温
市
）

　

〃　
　

土
居　

美
幸（
愛
南
町
）

常
任
委
員　

中
司
み
な
え（
し
ま
な
み
）

　

〃　
　

中
浦　

一
美（
上
島
町
）

　

〃　
　

高
橋　

寿
美（
北　

条
）

　

〃　
　

中
島　
　

瞳（
松
前
町
）

　

〃　
　

中
田　

和
世（
内
子
町
）

　

〃　
　

小
野　
　

庸（
西
予
市
）

　

〃　
　

藤
畑　

里
子（
吉
田
三
間
）

　

〃　
　

二
宮　

恵
美（
鬼
北
町
）

監
査
委
員　

苅
田　

佳
子（
土
居
町
）

　

〃　
　

三
井　

五
月（
双
海
中
山
）

県
青
連
・
県
女
性
連

　
平
成
29
年
度 

通
常
総
会
開
催

県青連新役員

清水　誠 氏

西予市
清水口 竜大 部員

県女性連新役員

青
年
部
・
女
性
部
に
加
入
し
て
、
資
質
向
上
と
人
脈
形
成
、
視
野
拡
大
と
地
域
振
興
を
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が事業再開を応援します。
お問合せ・お申込は、地元商工会へ

『災害』により休業を余儀なくされた時の備えは十分ですか？

地震 津波

「休業対応応援共済」
愛媛県火災共済協同組合
〒790-0001 松 山 市 一 番 町 四 丁 目 １ 番 ２ 　
電 話（089）945-1313  FAX（089）932-7602

火災
水災

風災

小
さ
な
掛
金
、
大
き
な
保
障
。
商
工
貯
蓄
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
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中小企業等経営強化法に基づく税制措置が拡充されました
　経営力向上計画の認定を受けた事業者は、認定計画に基づき取得した一定の設備について、固定資産税や
法人税等の特例措置を受けることができます。

　　⑴固定資産税が３年間半分になります
　　　機械装置の他、器具備品・工具・建物附属設備も対象となりました。

　　⑵即時償却または税額控除を受けられます
　　　法人税（個人事業主の場合には所得税）について以下のいずれかを選択適用できます。
　　　①即時償却
　　　②取得価格の10％（７％）の税額控除

　　〇税制措置を受けるにあたっての留意点
　　　・固定資産税の軽減措置・生産性向上設備（Ａ類型）は工業会等の証明書の取得が必要です。
　　　・収益力強化設備（Ｂ類型）は税理士等・経済産業局の確認書の取得が必要です。

設備の種類
（価格要件）

機械装置
（160万円以上）

ソフトウェア
（70万円以上）

器具備品・工具
（30万円以上）

建物附属設備
（60万円以上）

平成29年４月１日〜平成31年３月31日の期間内に取得し、指定事業の用に供する必要があります。

税
制
措
置

地
方
税

国
　
税

※資本金3,000万円超１億円以下の法人の場合

【固定資産税の特例】
３年間半分に軽減

生産性が年平均
１％以上向上

拡充
（平成29年４月１日〜）

【中小企業経営強化税制】
即時償却又は税額控除10％（※７％）

 生産性向上設備（Ａ類型）
生産性が年平均１％以上向上
 収益力強化設備（Ｂ類型）

投資利益率５％以上のパッケージ投資

認
定
支
援
機
関
の
商
工
会
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
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Ｉ
Ｐ
Ａ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

�

ｈ
ｔ
ｔｐ
ｓ：／／ｗｗｗ
．ｉｐ
ａ
．

ｇ
ｏ
．ｊ
ｐ
／ｓｅｃｕｒ
ｉ
ｔｙ
／

　

こ
ん
に
ち
は
、
独
立
行
政
法
人

情
報
処
理
推
進
機
構
（
Ｉ
Ｐ
Ａ
）

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
江
島
で

す
。
連
載
４
回
目
は
、
サ
イ
バ
ー
攻

撃
に
よ
る
被
害
事
例
と
損
害
の
想

定
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
き
ま
す
。

　

サ
イ
バ
ー
攻
撃
を
受
け
る
と
い

く
ら
く
ら
い
の
損
害
が
発
生
す
る

か
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？
シ
ス
テ

ム
が
と
ま
っ
た
の
か
、
情
報
漏
え

い
し
た
の
か
、
情
報
漏
え
い
で
あ

れ
ば
ど
の
よ
う
な
情
報
が
何
件
漏

れ
た
の
か
に
よ
っ
て
損
害
が
大
き

く
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
今
回
は
、

サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
よ
り
発
生
す
る

損
害
を
、
一
次
的
被
害
（
直
接
的

被
害
）
と
二
次
的
被
害
（
間
接
的

被
害
）
の
２
種
類
に
分
類
し
て
想

定
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

直
接
的
被
害
と
は
、
シ
ス
テ
ム

復
旧
等
に
要
し
た
費
用
、
原
因
調

査
費
用
や
謝
罪
広
告
等
の
復
旧
以

外
の
対
応
費
用
、
ま
た
シ
ス
テ
ム

停
止
等
に
伴
う
逸
失
売
上
等
の
こ

と
で
す
。

　

間
接
的
被
害
と
は
、
シ
ス
テ
ム

強
化
や
体
制
強
化
等
の
費
用
、
取

引
先
へ
の
補
償
、
損
害
賠
償
、
訴

訟
対
応
な
ど
の
費
用
、
ま
た
信
用

低
下
や
風
評
に
よ
る
売
上
減
少
等

の
こ
と
で
す
。

　

例
え
ば
、
個
人
向
け
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
を
行
っ
て
い
る

従
業
員
５
名
、
年
商
８
、０
０
０
万

円
の
企
業
に
て
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃

に
よ
り
従
業
員
の
Ｐ
Ｃ
が
ウ
イ
ル

ス
感
染
し
、
遠
隔
操
作
に
よ
っ
て

サ
ー
バ
か
ら
１
万
件
の
個
人
情
報

が
漏
え
い
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

情
報
も
漏
え
い
し
た
た
め
二
次
被

害
が
発
生
し
た
と
仮
定
し
ま
す
。

　

直
接
的
被
害
と
し
て
は
、
通
販

サ
イ
ト
を
１
ヶ
月
停
止
し
た
た
め

逸
失
売
上
６
６
６
万
円
、
ま
た
サ

イ
ト
停
止
期
間
中
に
原
因
追
求
の

た
め
の
フ
ォ
レ
ン
ジ
ッ
ク
調
査
を

外
部
業
者
へ
委
託
し
た
費
用
２
０

０
万
円
、
シ
ス
テ
ム
復
旧
の
た
め

の
外
注
作
業
費
１
０
０
万
円
が
発

生
し
た
と
し
ま
す
。

　

ま
た
間
接
的
被
害
と
し
て
、
事

後
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
費
用
２

０
０
万
円
、
被
害
者
全
員
に
お
詫

び
の
金
券
５
０
０
円
×
１
万
人
で

５
０
０
万
円
、
ま
た
二
次
被
害
を

受
け
た
１
０
０
名
か
ら
損
害
賠
償

の
集
団
訴
訟
を
受
け
て
一
人
当
た

り
１
万
円
の
支
払
い
を
命
じ
ら
れ

た
と
仮
定
す
る
と
３
０
０
名
×
１

万
円
で
損
害
賠
償
費
用
３
０
０
万

円
、
こ
れ
ら
法
律
相
談
費
用
50
万

円
が
発
生
し
た
と
す
る
と
、
損
害

の
合
計
金
額
は
２
、０
１
６
万
円

で
す
。
こ
の
金
額
に
は
、
取
引
先

か
ら
の
信
用
低
下
に
よ
る
売
上
減

少
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。
全
て

仮
定
の
話
で
す
が
、
サ
イ
バ
ー
攻

撃
を
受
け
る
と
そ
れ
く
ら
い
の
損

害
を
受
け
る
可
能
性
も
あ
る
と
い

う
こ
と
を
認
識
し
て
、
サ
イ
バ
ー

攻
撃
対
策
の
実
施
に
よ
る
リ
ス
ク

低
減
や
保
険
に
よ
る
リ
ス
ク
移
転

を
検
討
す
る
こ
と
も
必
要
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

次
回
は
、
中
小
企
業
に
お
け
る

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
ポ

イ
ン
ト
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

専
門
家
に
聞
く
！

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

【
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
よ
る

被
害
事
例
と
損
害
の
想
定
】

（
連
載
第
４
回
）

えひめ暮らし応援隊～募集中！！～
民間事業者と連携して各種割引制度などを新設することにより、愛媛への移住者及び移住希望者に
心温まるおもてなしを少しでも感じていただきたく、「えひめ暮らし応援隊」を募集します!

【お申し込み・お問い合わせ】

愛媛ふるさと暮らし応援センター 〒790-0065 愛媛県松山市宮西１丁目５番19号
[(公財)えひめ地域政策研究センター内]

TEL：089-922-4110　FAX：089-926-2205　Email ：aichaku@ecpr.or.jp

「えひめ暮らし応援隊」とは

応募方法

応募結果

「えひめ愛着倶楽部」とは

（可能な範囲で移住事業にご協力いただく場合があります。）

「えひめ愛着倶楽部」※に入会していただいた方に対して、
会員証の提示により、各種割引や特典サービス等を提供
していただける企業、店舗、施設等です。

●愛媛県外に居住し、愛媛県に興味を持ち、将来的に
　愛媛県への移住を考えている方。
●県外から愛媛県に移住し、概ね３年以内の方。
●愛媛県の移住事業にご賛同いただける県内在住者及び県外在住の県出

身者。

内容を審査の上「えひめ暮らし応援隊」として登録され
た場合は、名称及びサービス等についてホームページ
等を通じて周知させていただきます。

●登録申込書にご提供いただける割引やサービス等を記
入していただき、郵送、メール、ＦＡＸ、持参のいず
れかの方法により、愛媛ふるさと暮らし応援センター
まで提出してください。

●登録申込書及び実施要領は→ https://e-iju.net/ の
センターホームページからダウンロードできます。

●申込書提出にあたっては、「実施要領」をあらかじめ
ご確認の上、提出してください。

えひめ愛着倶楽部

愛媛ふるさと
暮らし応援センター

募集・登録

募集・登録

会員証の提示 会員証の発行

特典サービス

「えひめ暮らし応援隊」
協力民間事業者様

商
工
会
の
会
計
シ
ス
テ
ム
「
ネ
ッ
ト
de
記
帳
」
で
経
営
の
合
理
化
を
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㈱
富
士
炭
化
興
業
で
は
、
昭
和

43
年
よ
り
オ
ガ
ラ
イ
ト
（
木
質
固

形
燃
料
）
の
製
造
を
始
め
、
平
成

９
年
よ
り
オ
ガ
ラ
イ
ト
を
炭
化
さ

せ
た
〝
オ
ガ
炭
〟
の
製
造
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

オ
ガ
炭
は
、
製
材
所
な
ど
で
木

材
の
加
工
を
す
る
際
に
出
る
鋸
屑

を
原
料
と
し
て
作
ら
れ
て
お
り
、

非
常
に
環
境
に
や
さ
し
い
炭
と
い

え
ま
す
。

　

現
在
は
、
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま

で
、
全
国
の
焼
き
肉
店
や
焼
き
鳥

屋
等
飲
食
店
、ま
た
土
壌
改
良
材
、

水
質
浄
化
等
に
利
用
す
る
等
、
多

種
多
様
な
分
野
で
使
わ
れ
て
お
り

ま
す
。

　

炭
焼
き
は
、
天
候
、
気
温
、
湿

度
、
原
料
の
水
分
等
、
同
じ
条
件

で
製
造
す
る
必
要
が
あ
り
、
品
質

を
保
持
す
る
う
え
で
、
温
度
管
理

が
非
常
に
重
要
視
さ
れ
ま
す
。

　

お
客
様
の
細
か
い
ご
要
望
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
、
よ
り
一
層
の
精

進
を
積
み
、
品
質
向
上
と
安
定
供

給
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

オ
ガ
炭
で
、
Ｂ
Ｂ
Ｑ
も
焼
き
魚

も
最
高
の
味
に
！！

　

快
適
な
ア
ウ
ト
ド
ア
ラ
イ
フ
に

最
適
な
オ
ガ
炭
を
ぜ
ひ
使
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
。

株
式
会
社 

富
士
炭
化
興
業

代
表
取
締
役　

稲
田　
　

裕

大
洲
市
長
浜
町
晴
海
３

−

56

が
ん
ば
る
企
業
紹
介

が
ん
ば
る
企
業
紹
介

　

夏
が
近
づ
き
、
お
中
元
の
時
期

に
な
り
ま
し
た
。
日
頃
、
お
世
話

に
な
っ
て
い
る
方
の
健
康
を
願
っ

て
、
今
年
の
お
中
元
は
、
素
麺
に

し
ま
せ
ん
か
。
素
麺
は
、
七
夕
に

食
べ
る
こ
と
で
、
そ
の
１
年
の
無

病
息
災
を
願
う
伝
統
的
な
料
理
の

ひ
と
つ
で
す
。

　

今
回
は
、
日
本
ギ
フ
ト
大
賞

２
０
１
７
の
愛
媛
賞
を
受
賞
し

た
、
五
色
そ
う
め
ん
㈱
森
川
が
提

供
す
る
伊
予
の
名
産
「
手
延
五
色

そ
う
め
ん　

朝
霧
セ
ッ
ト
」
を
紹

介
し
ま
す
。

　

五
色
そ
う
め
ん
㈱
森
川
は
、
寛

永
年
間
に
創
業
し
て
以
来
、
低
温

熟
成
し
た
生
地
を
手
で
引
き
延
ば

す
手
延
べ
製
法
な
ど
伝
統
的
な
技

法
で
職
人
が
真
心
を
込
め
て
作
っ

て
お
り
、
コ
シ
が
あ
り
滑
ら
か
な

喉
越
し
が
特
徴
で
す
。
見
た
目
も

華
や
か
で
、
享
保
８
年
に
朝
廷
へ

献
上
し
た
際
は
、「
唐
糸
の
よ
う

に
う
つ
く
し
い
」
と
称
賛
さ
れ
ま

し
た
。

　

朝
霧
セ
ッ
ト
は
、
五
色
を
１
つ

の
束
に
し
た
素
麺
と
、
無
着
色
の

白
、
自
然
素
材
を
練
り
込
ん
だ
緑

（
抹
茶
）・
赤
（
梅
肉
）・
黄
色
（
卵
）

の
詰
め
合
わ
せ
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
彩
り
と
な
め
ら
か
な
食

感
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◆
製
造
・
販
売
事
業
者

　

五
色
そ
う
め
ん
㈱
森
川

◆
ニ
ッ
ポ
ン
セ
レ
ク
ト
と
は

　

全
国
商
工
会
連
合
会
が
、
地
域

産
品
等
を
全
国
に
販
売
す
る
た
め

に
、
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
「
ニ
ッ
ポ
ン
セ

レ
ク
ト
．
ｃ
ｏ
ｍ
」
を
開
設
し
運

営
を
行
っ
て
い
ま
す
。
県
内
の
名

物
品
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ニ
ッ
ポ
ン
セ
レ
ク
ト
よ
り

「
手
延
五
色
そ
う
め
ん
朝
霧
」

の
ご
紹
介

～君は風 いしづちを駆け 瀬戸に舞え～

次のような時、お気軽にご相談ください。　
・事業の拡大、欠員発生、部門新設などにより、
　人材が不足しており、補充を検討
・事業の整理・縮小、工場閉鎖等に伴い雇用調整を検討

【お問い合わせ】愛媛事務所　☎ 089‒931‒5494

「人材確保および従業員の再就職」を
全国ネットで支援します！ ≪無 料≫

公益財団法人 産業雇用安定センター

国
・
県
の
実
施
す
る
各
種
支
援
制
度
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
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忽
那
醸
造 

株
式
会
社

（
松
山
市
立
北
条
小
学
校
５
年
生
）

忽

那

 

澪

さ
ん

松
山
市
北
条
８
２
２
番
地

「
わ
た
し
のお

父
さ
ん
の
仕
事
」

　

わ
た
し
の
お
父
さ
ん
の
仕
事

は
、
お
し
ょ
う
油
屋
さ
ん
で
す
。

　

こ
の
あ
い
だ
、
４
月
６
日
に
、

あ
い
テ
レ
ビ
の
よ
る
マ
チ
さ
ん
が

き
て
、さ
つ
え
い
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
と
き
、
芸
人
の
み
か
ん
さ
ん

に
会
え
て
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。

　

お
父
さ
ん
が
、
お
し
ょ
う
油
の

説
明
や
、
こ
う
ば
の
案
内
を
し
て

い
て
す
ご
か
っ
た
で
す
。

　

し
ょ
う
来
、
お
父
さ
ん
み
た
い

に
な
っ
て
、
北
条
の
人
に
愛
さ
れ

る
よ
う
な
お
い
し
い
お
し
ょ
う
油

を
つ
く
り
た
い
で
す
。

　

中
小
企
業
経
営
者
の
高
齢
化
が

進
む
な
か
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

す
る
な
ど
国
も
対
策
を
強
化
し
て

い
る
〝
事
業
承
継
〟
と
は
、
会
社

や
事
業
者
の
資
産
や
株
式
、
人
材

な
ど
、
会
社
や
事
業
者
が
培
っ
て

き
た
財
産
を
後
継
者
に
引
き
継
ぐ

こ
と
、
つ
ま
り
、
事
業
経
営
を
後

継
者
に
引
き
継
ぐ
こ
と
で
す
。

　

余
談
で
す
が
、
承
継
の
〝
承
〟

と
〝
継
〟
を
逆
さ
ま
に
表
記
し
た

〝
継
承
〟
と
い
う
言
葉
も
あ
り
ま

す
。字
面
が
似
て
い
る
た
め
、う
っ

か
り
間
違
え
て
〝
事
業
継
承
4

4

〟
と

言
う
人
も
多
い
よ
う
で
す
。
そ
れ

も
そ
の
は
ず
、
日
常
生
活
の
中
で

は
、「
伝
統
芸
能
を
継
承
す
る
」

な
ど
、〝
継
承
〟
と
い
う
言
葉
を

目
に
す
る
機
会
は
よ
く
あ
り
ま
す

が
、〝
承
継
〟
と
い
う
言
葉
は
滅

多
に
使
う
こ
と
が
な
い
か
ら
で

す
。
し
か
も
、言
葉
と
し
て
は〝
事

業
継
承
4

4

〟
も
〝
事
業
承
継

4

4

〟
も
存

在
す
る
た
め
、
話
は
更
に
や
や
こ

し
く
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
冒
頭

の
よ
う
に
、
事
業
経
営
を
後
継
者

に
引
き
継
ぐ
こ
と
は〝
事
業
継
承
4

4

〟

で
は
な
く
〝
事
業
承
継
4

4

〟
が
正
し

い
表
現
と
な
り
ま
す
。

　

か
つ
て
は
、
同
族
経
営
の
中
小

企
業
で
は
、
子
ど
も
へ
の
事
業
承

継
が
多
く
を
占
め
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
年
々
そ
の
数
も
減
り
、

直
近
５
年
間
で
は
、
子
ど
も
だ
け

で
な
く
、
そ
の
他
の
親
族
を
含
め

て
も
、
親
族
内
の
承
継
は
全
体
の

約
35
％
に
ま
で
減
少
し
て
い
る
よ

う
で
す
。
な
お
、
残
り
の
約
65
％

は
、
従
業
員
や
Ｍ
＆
Ａ
に
よ
る
承

継
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
事
業
承
継
に
は
、

大
き
く
分
け
て
、
親
族
、
従
業
員
、

Ｍ
＆
Ａ
の
３
つ
の
種
類
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
に
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
親
族
や
従

業
員
に
引
き
継
ぐ
場
合
に
は
、
経

営
者
を
育
て
る
の
に
時
間
が
か
か

る
し
、
Ｍ
＆
Ａ
の
場
合
で
も
、
す

ぐ
に
相
手
が
見
つ
か
る
と
は
限
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
い
ず
れ
の
場

合
で
も
事
業
承
継
に
は
時
間
が
か

か
り
ま
す
。後
継
が
気
に
な
る
方
、

中
小
企
業
庁
が
今
春
作
成
し
た

「
事
業
承
継
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
参

考
に
早
め
に
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

嘱託専門指導員

宮岡　　稔

商
工
会
の
提
供
す
る
事
業
を
活
用
し
て
、
地
域
振
興
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う


